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【公開番号】特開2007-317386(P2007-317386A)
【公開日】平成19年12月6日(2007.12.6)
【年通号数】公開・登録公報2007-047
【出願番号】特願2006-142783(P2006-142783)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月28日(2009.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザからの低温対策要求の入力時に低温対策用の制御が行われる燃料電池システムで
あって、
　システムの起動命令が入力されてから停止命令が入力されるまでの間に該システムが設
定条件を満たすか否かを判断する判断手段と、
　前記設定条件を満たす場合には、該システムの起動命令が入力されてから停止命令が入
力されるまでの期間にユーザに対して低温対策要求の入力を促す報知手段と
　を具備することを特徴とする燃料電池システム。
【請求項２】
　前記判断手段は、前記判断を所定時間間隔で繰り返し実行することを特徴とする請求項
１に記載の燃料電池システム。
【請求項３】
　前記設定条件は、当該システムに関わる温度条件であることを特徴とする請求項１また
は２に記載の燃料電池システム。
【請求項４】
　前記システムに関わる温度条件は、当該システムの外気温度、または当該システムの部
品温度の少なくともいずれか一方に関わる温度条件であることを特徴とする請求項３に記
載の燃料電池システム。
【請求項５】
　低温対策用の制御が行われる燃料電池システムであって、
　システムの起動命令が入力されてから停止命令が入力されるまでの間に該システムに関
わる温度が第１の設定条件を満たすか否かを判断する第１判断手段と、
　前記第１の設定条件を満たす場合に該システムに関わる温度の経時変化が第２の設定条
件を満たすか否かを判断する第２判断手段と、
　前記第２の設定条件を満たす場合に低温対策用の制御を行う制御手段と
　を具備することを特徴とする燃料電池システム。
【請求項６】
　前記システムに関わる温度は、外気温度であり、
　前記第１判断手段は、前記外気温度が設定された基準温度を下回っているか否か判断し
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、
　前記第２判断手段は、前記外気温度が設定された前記基準温度を下回っている場合に該
外気温度の経時変化が設定されている差分閾値以上であるか否かを判断することを特徴と
する請求項５に記載の燃料電池システム。
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